
　

北
信
地
方
の
天
気
予
報
は
一
時

雨
。
空
模
様
を
気
に
し
な
が
ら
北

小
谷
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
途
中

で
パ
ラ
パ
ラ
と
雨
が
舞
っ
た
時
も

あ
り
ま
し
た
が
、「
道
の
駅
お
た

り
」
に
着
く
こ
ろ
に
は
そ
の
心
配

も
な
く
な
り
ま
し
た
。
新
緑
の
爽

や
か
な
風
の
中
、
姫
川
の
支
流
土

沢
川
を
横
手
に
見
な
が
ら
、
紫
の

藤
の
花
や
ピ
ン
ク
の
空
木（
う
つ
ぎ
）

の
花
が
咲
き
誇
る
細
い
道
を
ガ
タ

ガ
タ
と
揺
れ
な
が
ら
バ
ス
は
登
っ

て
行
き
ま
す
。

　
遠
く
に
大
渚
山（
お
お
な
ぎ
や
ま
）

や
雨
飾
山
（
あ
ま
か
ざ

り
や
ま
）
を
望
み
、
昔

は
牧
場
だ
っ
た
と
い
う

目
的
地
が
い
よ
い
よ
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
い

ざ
高
原
ウ
ォ
ー
ク
へ
‼

　

皆
さ
ん
は
ワ
ラ
ビ
林

を
見
た
事
が
あ
り
ま
す

か
？
ま
さ
に
そ
こ
に
は

人
間
の
膝
ぐ
ら
い
か
ら

中
に
は
腰
ぐ
ら
い
ま
で
の
ワ
ラ
ビ
が
、

座
っ
て
採
れ
る
ぐ
ら
い
に
一
面
に
出

て
い
ま
し
た
。

　

夢
中
に
な
っ
て
ワ
ラ
ビ
を
採
っ

て
い
る
と
、
目
の
前
に
タ
チ
シ
オ

デ
が
に
ょ
っ
き
り
（
山
菜
の
女
王

と
言
う
人
も
い
ま
す
）。
ラ
ッ
キ
ー

と
ば
か
り
に
そ
れ
を
採
る
と
、
あ

と
は
ワ
ラ
ビ
そ
っ
ち
の
け
で
探
し

ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
他
に
は
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
イ
ド

の
人
に
よ
る
と
こ
の
辺
に
は
シ
オ

デ
は
稀
で
少
な
い
と
の
こ
と
。
そ

の
場
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

天
然
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
い
わ
れ
、

風
味
も
似
て
い
ま
す
。

　
北
小
谷
は
松
本
に
比
べ
る
と
少
々

肌
寒
く
も
う
少
し
奥
ま
で
行
け
ば

ま
だ
雪
も
残
っ
て
い
る
と
の
事
で

し
た
が
、
爽
や
か

な
風
の
中
、
高
原

を
満
喫
し
た
ひ
と

時
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々

は
山
の
よ
う
に
ワ
ラ

ビ
を
お
み
や
げ
に

し
て
帰
っ
た
の
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。�

（
Ｍ
・
Ｕ
）

　

大
蔦　
　

宏
（
上
土
町
）　

◎
藤
村　

吉
彦
（
緑
町
）

　

望
月　

益
榮
（
小
柳
町
）

　

長
谷
川　

均
（
大
名
町
）

　

出
井　

健
二
（
南
土
井
尻
町
）

○
栗
田　

幸
一
（
土
井
尻
町
）

　

宇
留
賀
昭
夫
（
北
土
井
尻
町
）

　

奥
田　

正
男
（
二
ノ
丸
町
）

　

山
本　

文
彦
（
西
堀
町
）

　

小
出　

忠
雄
（
六
九
町
）

　

赤
羽　

郁
夫
（
今
町
一
丁
目
）

　

青
木　

康
治
（
今
町
二
丁
目
）

◯
野
村　

長
司
（
松
栄
町
）

　

中
田　
　

充
（
鷹
匠
町
）

　

竹
内　

和
正
（
丸
の
内
）

　

中
村　

恭
平
（
大
柳
町
）

�

（
◎
会
長　

〇
副
会
長
）

中
央
地
区
町
会
連
合
会

町
会
長
紹
介

令和

3
年度

　かんたん体操コース　
　簡単・優しいをテーマ
にした体操講座が毎月第
４木曜日を基本に開催さ
れています。
　講師の鈴木先生はＮＰ
Ｏ法人ＣＦＭ実行委員会
のインストラクターです。
　軽快な音楽に合わせ
て、イスに腰かけたまま
手足を上下左右に動かし
ますと自然に体全体が動
いていきます。また、動
く組み合わせを変えると
頭も使い、脳トレの指導
もしてくださいます。
　鈴木先生はラジオ体
操の資格もお持ちで、体
操の動作一つ一つ解説し
てくださいます。

　例をあげますと、手を
上げて腰を回すときに手
を耳にぴったり付けると
腰が良く回るそうです。
そうお聞きすると、今ま
で自分は手ばかり回して
いました。何十年もラジ
オ体操をしていましたが、
目からウロコの個所が
多々ありました。参加し
て本当によかったと思い
ます。皆さんにもお勧め
します。� （Ａ・Ｓ）

お
み
や
げ
い
っ
ぱ
い
♥

北
小
谷
高
原

Walk

高原でハイ・チーズ♪高原でハイ・チーズ♪

　

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
の

に
は
気
持
ち
の
よ
い
季
節
で
す
。

晴
れ
た
日
の
朝
の
空
気
は
爽
や
か

で
気
持
ち
が
良
い
。
家
を
出
る
と

す
ぐ
に
何
人
も
の
人
と
出
会
い
ま

す
。
す
で
に
昇
っ
て
い
る
太
陽
の

光
を
浴
び
て
、
み
ん
な
姿
勢
良
く

早
足
で
歩
い
て
い
ま
す
。

　

歩
く
コ
ー
ス
は
そ
の
朝
の
気
分

で
決
め
ま
す
。
北
へ
向
か
っ
て
な

だ
ら
か
な
坂
道
を
進
む
と
、
昔

は
果
樹
園
や
畑
が
広
が
っ
て
い

た
辺
り
に
は
多
く
の
家
が
建
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
玄
関
脇
や
道

路
端
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
季
節
の

花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
松
本
測
候
所
の
跡
地
が
公

園
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
見
渡
し

た
時
、
授
業
で
測
候
所
の
見
学

に
来
た
遥
か
昔
の
小
学
生
の
頃
が

想
い
出
さ
れ
、
改
め
て
過
ぎ
去
っ

た
時
の
流
れ
の
速
さ
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

南
に
コ
ー
ス
を
と
っ
た
時
は
、

な
る
べ
く
広
い
道
路
を
避
け
て
、

普
段
は
通
ら
な
い
小こ
う
じ路
を
抜
け

て
、
車
の
入
ら
な
い
裏
通
り
の
景

色
な
ど
を
見
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

目
覚
め
る
時
間
に
な
っ
た
市
街
地

を
歩
い
て
行
き
ま
す
。

　

コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
「
鯛
萬

の
井
戸
」や「
女
鳥
羽
の
泉
」、「
東

門
の
井
戸
」
な
ど
で
、
家
の
水
と

は
一
味
違
う
湧
水
で
喉
を
潤
し
、

い
つ
の
間
に
か
建
っ
て
い
る
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
を
眺
め
た
り
、
空
き

地
に
な
る
前
は
ど
ん
な
家
が
建
っ

て
い
た
の
か
な
ど
、
街
路
に
面
し

た
建
物
の
移
り
変
わ
り
を
話
し

合
い
な
が
ら
往
時
を
偲
び
、
３
、

40
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
終
了
と

な
り
ま
す
。

　

松
本
城
公
園
に
は
す
で
に
20

人
位
の
人
達
が
集
ま
っ
て
お
り
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
た
ま
ま
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ

て
、
こ
れ
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
が
始

ま
り
ま
す
。�

（
Ｔ
・
Ｋ
）

かんたん体操コースの様子かんたん体操コースの様子
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町会紹介
　 大 名 町

「
本
丸
」、「
二
の
丸
」、「
三
の
丸
」

迄
が
松
本
城
内
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
的
に
は
明
治
初
頭
の

廃
藩
置
県
以
降
は
、
か
つ
て
の
高

級
武
士
の
屋
敷
が
大
名
小
路
（
現

大
名
町
通
り
）
を
挟
ん
で
西
側
に

六
軒
、
東
側
に
四
軒
と
い
う
広
大

な
区
画
を
活
用
し
た
役
所
・
学
校
・

市
民
館
・
消
防
署
・
郵
便
局
な
ど

公
共
性
の
高
い
施
設
と
し
て
誘
致

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
昭
和
の

高
度
成
長
期
に
は
民
間
の
銀
行
・

保
険
会
社
・
製
薬
会
社
な
ど
が
連

な
る
県
下
有
数
の
「
企
業
城
下
町
」

に
衣
替
え
を
し
ま
し
た
。
平
成
時

代
前
後
に
な
る
と
、
企
業
の
統
廃

合
な
ど
で
企
業
城
下
町
に
も
陰
り

が
見
え
始
め
、
高
齢
化
・
少
子
化

を
伴
い
な
が
ら
車
会
社
の
弊
害
な

ど
に
よ
る
市
街
地
の
空
洞
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
ま
ま
現
在
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
未

来
に
向
け
て
改
め
て
松
本
が
有
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
掘
り
起
こ
そ

う
と
新
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
新
市
長

の
下
で
、
こ
の
ほ
ど
大
名
町
通
り

の
道
路
整
備
も
含
む
「
三
の
丸
エ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
取
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。

�　

大
名
町
町
会
長　

長
谷
川　

均

　

ご
く
最
近

に
な
っ
て
改

め
て
「
三
の

丸
」
と
い
う

言
葉
が
広
く

認
知
さ
れ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の

長
い
間
ひ
た
す
ら
経
済
成

長
に
目
を
奪
わ
れ
、
先
人

達
が
刻
み
紡
い
で
き
た
歴

史
に
な
ど
大
し
て
気
を
配

る
暇
も
な
く
、
現
代
を
迎

え
て
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
「
松
本
城
の
範

囲
」
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、

◆
運
営
委
員

　

大
倉
み
つ
え　
　

川
久
保　

潔

　

北
原　

正
嗣　
　

栗
田　

幸
一

　

高
木　
　

健　
　

髙
野　

和
子

　

中
田　

俊
雄　
　

中
田　
　

充

○
野
村　

長
司　
　

藤
田　

久
夫

◎
藤
村　

吉
彦　
　

藤
森　

典
人

○
増
田　

博
志　
　

簑
輪　

徹
朗

　

望
月　

益
榮　
　

山
本　

文
彦

　

吉
﨑　

麻
樹

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

　

小
笠
原
友
信　
　

神
山　

英
夫

　

久
保
田
忠
史　
　

栗
田　

幸
一

◎
中
田　
　

充　
　

増
田　

博
志

　

輪
湖
弥
之
助

◆
文
化
委
員

　

赤
羽　

由
佳　
　

安
藤
ふ　

江

　

出
井
久
美
子　
　

宇
留
賀
昭
夫

　

大
石　

君
子　
　

大
蔦　

住
子

　

奥
田　

正
男　
　

林
部　

秀
子

　

竹
内　

和
正　
　

多
湖　

佳
子

　

中
田　

善
雄　
　

中
村　

恭
平

◎
長
谷
川　

均　
　

丸
山　
　

泰

　

桃
井　

栄
一　
　

矢
ケ
崎
紀
子

○
吉
﨑　

麻
樹

◆
体
育
委
員

○
青
木　

康
治　
　

赤
羽　

郁
夫

　

大
蔦　
　

宏　
　

出
井　

健
二

◎
望
月　

益
榮　

�

（
◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長
）

公
民
館
委
員
紹
介

令和

3
年度

大名町の今昔そして未来

　

～
コ
デ
マ
リ
～

　
コ
デ
マ
リ
と
は
テ
マ
リ
バ
ナ（
オ

オ
デ
マ
リ
）
の
小
形
の
花
と
い
う

の
で
つ
け
ら
れ
た
。
別
名
を
ス
ズ

カ
ケ
と
も
い
い
、
中
国
に
自
生
す

る
植
物
で
、
わ
が
国
へ
の
渡
来
は

古
い
。
庭
園
に
よ
く
植
え
ら
れ
る

ほ
か
、
切
り
花
と
し
て
も
需
要
が

高
い
。

　

高
さ
１・
５
～
２
ｍ
に
な
る
落

葉
性
の
低
木
で
あ
る
。
枝
は
地
ぎ

わ
か
ら
数
多
く
直
立
し
、
上
方
で

分
岐
す
る
。
先
端
は
垂
れ
て
茂
み

に
な
る
。
枝
は
細
長
く
、
葉
は
互

生
し
て
小
さ
い
。
開
花
期
は
５
月

頃
で
、
前
年
の
枝
か
ら
多
数
の
短

い
側
枝
を
だ
し
、
そ
の
頂
部
に
小

さ
い
白
色
花
を
10
～
20
つ
け
る
。

前
年
の
枝
の
全
面
に
わ
た
っ
て
、

白
色
の
「
て
ま
り
」
状
の
花
が
つ

く
の
で
美
し
い
。

　
　

引
用
：
岡
本
省
吾
著

�

『
標
準
原
色
図
鑑
全
集
第
７
巻
』

　

写
真
は
松
本
城
公
園
内
の
コ
デ

　

写
真
は
松
本
城
公
園
内
の
コ
デ

マ
リ
。
立
派
な
姿
で
お
城
を
眺
め

マ
リ
。
立
派
な
姿
で
お
城
を
眺
め

て
い
る
。

て
い
る
。

中
央
地
区
の
樹
木
⑥

コデマリの花コデマリの花

千
歳
橋
か
ら
松
本
城
方
面
を
望
む

�

（
昭
和
42
年
）

現
在
の
大
名
町
通
り

�

（
令
和
３
年
６
月
撮
影
）

将
来
の
イ
メ
ー
ジ

※�

あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
人
で

賑
わ
う
通
り
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
想
い
で
す
。

　
　
「
松
本
市
次
世
代
交
通
政
策

�

実
行
計
画
」
よ
り
抜
粋
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